
森
もり

本
もと

あんり学長
1979年国際基督教大学人文科学科卒
業。82年東京神学大学大学院組織神
学修士課程修了。91年プリンストン神
学大学院博士課程修了。専門は組織
神学。国際基督教大学教授、同大学
学務副学長などを経て2022年より東
京女子大学学長。『反知性主義 アメリ
カが生んだ「熱病」の正体』など著
書多数。

　日本の教育制度では当時閉ざされていた大学への門戸を
女性に開くため、北米プロテスタント諸教派の援助のもと、
「犠牲と奉仕」というキリスト教の精神を教育理念として
1918年に創設された東京女子大学。当時の日本では良妻
賢母が女性のあるべき姿とされ、その考えに基づく女子教
育が主流でしたが、東京女子大学は「自立した知性」の育
成を掲げ、個人としての人格を持った女性を育成すべく、
豊かな人間性の涵養を求めてリベラルアーツを学びの柱に
据えました。その歴史を森本あんり学長は「『挑戦する知
性（1）』そのもの」であったと振り返ります。
　人類・社会に貢献する「専門性をもつ教養人」を育成す
る教育は、変化の激しい、複雑化する現代において、ます
ます重要性を増しています。次世代を担う女性リーダーの
育成に向け、教学改革がいよいよ始動します。

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し

２
年
に
わ
た
る
教
学
改
革
が
い
よ
い
よ
始
動
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「
挑
戦
す
る
知
性
」
を
育
て
る

伝
統
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

　

東
京
女
子
大
学
の
初
代
学
長
は
、
近
代

日
本
を
代
表
す
る
教
育
者
・
思
想
家
で
あ

り
、
国
際
連
盟
事
務
次
長
も
務
め
た
新
渡

戸
稲
造
で
す
。

　
「
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
き
た
と
き
、

近
代
国
家
建
設
の
た
め
に
大
学
が
行
っ
て

き
た
教
育
へ
の
反
省
か
ら
、
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

反
時
代
性
、
批
判
精
神
の
学
問
と
も
い
え

る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
は
、
ま
さ
に
本
学
の

志
す
『
挑
戦
す
る
知
性
』
そ
の
も
の
で

す
」
と
森
本
学
長
は
説
明
し
ま
す
。

　

そ
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
時
代
に
合
わ

せ
て
進
化
さ
せ
る
べ
く
、
東
京
女
子
大
学

は
２
年
に
わ
た
る
教
学
改
革
に
着
手
し
ま

し
た
。
東
京
女
子
大
学
グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ

ン
が
掲
げ
る
育
成
す
る
人
物
像
  （2）

は
そ
の

ま
ま
に
、「
デ
ジ
タ
ル
」「
市
民
教
育
・
金

融
教
育
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
が
今
回
の
教

学
改
革
の
３
つ
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
３
本
な
の
か
、
教
学
改
革
担
当

の
樋
脇
博
敏
副
学
長
に
尋
ね
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
数
年
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ

は
日
常
に
浸
透
し
て
お
り
、
重
要
性
が
増

な
る
で
し
ょ
う
」（
森
本
学
長
）

　

二
つ
目
の
改
革
は
、
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
の
全
学
必
修
化
で
す
。
Ａ

Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群
と
し
て

全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
位
置
づ

け
ま
す
。
実
習
を
交
え
つ
つ
基
礎
を
理
解

し
、
す
べ
て
の
学
生
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
知
見
を
用
い
て
、
自
分
の
専
門
領
域

を
客
観
的
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

三
つ
目
は
、
英
語
教
育
の
全
学
的
な
強

化
で
す
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
鍛
え
る
ほ
か
、

実
践
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と

表
現
を
学
ぶ
授
業
を
必
修
に
し
ま
す
。
ま

た
、
１
年
間
の
学
部
留
学
を
必
須
と
す
る

Global Citizenship Program

（
Ｇ
Ｃ

Ｐ
）  （4） 

が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

情
報
数
理
科
学
専
攻
新
設
と

経
営
学
分
野
の
強
化

　

Ａ
Ｉ
の
技
術
発
展
が
現
代
社
会
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
情
報
科
学
、

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
数
理
科
学

を
横
断
的
か
つ
専
門
的
に
学
ぶ
場
を
整
え

る
べ
く
、
数
理
科
学
科
の
既
存
２
専
攻

（
数
学
専
攻
、
情
報
理
学
専
攻
）
を
統
合

し
、
新
た
に
１
つ
の
専
攻
と
し
て
「
情
報

数
理
科
学
専
攻
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
身

す
中
、
デ
ジ
タ
ル
は
強
化
す
べ
き
学
問
領

域
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
成
人
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

主
権
者
と
し
て
、
ま
た
消
費
者
と
し
て
必

要
な
市
民
教
育
と
金
融
教
育
を
大
学
で
も

引
き
続
き
行
う
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
つ
い
て
は
、
第
一
外
国
語

と
し
て
の
英
語
教
育
の
み
な
ら
ず
、
学
科

の
専
門
科
目
で
も
英
語
に
よ
る
授
業
を
拡

充
し
、
ま
た
全
学
生
を
対
象
と
し
た
新
た

な
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す
る
な
ど
、

質
と
量
の
両
面
で
英
語
力
の
強
化
を
図
り
、

『
国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
地
球
市
民
』

の
育
成
を
目
指
し
ま
す
」

　

教
学
改
革
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
本
格

的
に
始
動
し
、
ま
ず
は
「
全
学
共
通
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
大
胆
な
改
革
」「
情
報
数
理

科
学
専
攻
の
立
ち
上
げ
」「
経
営
学
分
野

の
強
化
」
が
走
り
出
し
ま
す
。

全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
新
設

「
知
の
か
け
は
し
科
目
」

　

全
学
生
が
学
科
や
学
年
の
垣
根
を
超
え

て
受
講
で
き
る
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
大
胆
な
改
革
を
象
徴
す
る
の
が
、
新
設

さ
れ
る
「
知
の
か
け
は
し
科
目
  （3）

」
で
す
。

異
な
る
研
究
領
域
の
教
員
２
名
に
よ
る

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
い
う
、
斬

新
な
ス
タ
イ
ル
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
「『
か
け
は
し
』
に
は
、
専
門
領
域
を
越

え
て
知
と
知
を
つ
な
ぐ
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
異
分
野
の
組
み
合
わ

せ
が
既
成
概
念
の
枠
を
越
え
、
予
想
も
し

な
か
っ
た
新
た
な
『
知
』
を
生
み
出
す
の

で
す
。
新
し
い
出
会
い
は
、
自
分
自
身
を

偏
見
や
思
い
込
み
か
ら
解
き
放
つ
契
機
と

（1） 挑戦する知性
　東京女子大学が2018年に創立100周年を迎え
るにあたり、コンセプトとして掲げたキーワー
ド。東京女子大学の特徴は、キリスト教の精神
に基づいた「一人ひとりを大切にする教育」、
そしてリベラルアーツ教育で育まれる「“学ぶ
ことを学ぶ”力」にある。学生と教師がお互い
の人格を尊重しつつ学問にはげむ自由な雰囲気
の中、自分でものを考え、自己の知識・能力を
人類・社会のために役立てる叡知を持って、21
世紀の社会を切り拓く女性の育成を目指す。

（2） 東京女子大学グランドビジョン
　育成する人物像として、「知力（知識）を行
動力にするリーディングウーマン」「国際的な視
野をもった地球市民としての女性」「専門性と幅
広い教養をもった女性」「キャリアをカスタマイ
ズする女性」「21世紀の高度情報化社会に対応で
きる女性」を掲げている。教学改革はこのグラ
ンドビジョンに則り実行される。

（3） 知のかけはし科目
　文系・理系といった単純な枠組だけでなく、
様々な専門領域の壁を越えて、真に学際的な学
びを現出する。一つの授業の中で分野横断的な
学修が可能で、学問領域の違いを越えた対話や
議論を通して自分の常識や専門を共有しない他
者と対話し、相互理解を深める能力を身につけ
る。予想もしなかった組み合わせの相乗効果に
期待が高まる。

（4） Global Citizenship Program（GCP）
　高度な英語運用能力を備えた学生を対象とし
た選抜制のプログラム。１年間の学部留学が必
須で、留学をしても４年間で卒業できる。異な
る文化・社会間のかけはしとなる地球市民の育
成を目指す。経済的な理由で学修機会を逸する
ことのないよう、世界トップ100の大学への留
学には、一人あたり最大600万円が授与される
新渡戸稲造国際奨学金がある。その他にも、
GCP生を対象とした奨学金も準備している。

考
力
を
用
い
て
、
現
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
社
会
に
お
い
て
幅
広
く
活
躍

で
き
る
キ
ャ
リ
ア
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
社
会
学
科
経
済
学
専
攻
の

「
経
営
学
分
野
」
を
強
化
し
ま
す
。
ビ
ジ

ネ
ス
を
対
象
の
中
心
に
お
き
な
が
ら
も
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
行
政
、
非
営
利
組
織
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
必
要
な
こ
と
な

の
で
、
多
様
な
主
体
に
共
通
す
る
本
質
部

分
を
扱
い
ま
す
。
中
で
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
強
化
し
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は

企
業
で
は
既
に
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て

い
る
分
野
で
す
。
一
方
、
非
営
利
セ
ク

タ
ー
に
お
い
て
も
自
身
の
政
策
・
取
り
組

み
を
実
効
性
の
高
い
も
の
と
す
る
た
め
に

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
力
が
必
要
で
す
が
、

皆
が
十
分
に
身
に
つ
け
て
い
る
状
況
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
な
課
題
解
決
を
担

う
様
々
な
主
体
の
中
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
を
も
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
女
性
を
育
て
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
経
営
学
分
野
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
拡
充

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
学
は
も
ち
ろ

ん
、
隣
接
す
る
分
野
と
も
学
び
の
相
乗
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
２
０
２
５

年
へ
の
布
石
と
も
い
え
る
改
革
で
す
。

２
０
２
５
年
度
の
改
革
で
は

全
学
的
な
学
科
の
再
編
へ

　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
進
化
は
２
０
２
５

年
度
、
学
科
の
新
設
・
再
編
に
続
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
１

学
部
５
学
科
の
体
制
を
、
人
文
学
科
、
国

際
社
会
学
科
、
経
済
経
営
学
科
、
心
理
学

科
、
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、

情
報
数
理
科
学
科
の
１
学
部
６
学
科
に
再

編
し
ま
す
（
※
本
計
画
は
構
想
中
で
、
学
科
名
称

は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　
「
人
文
学
科
を
除
く
５
学
科
で
は
、
学

問
分
野
を
横
断
し
て
学
際
的
に
学
ぶ
た
め

に
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
専
攻
単
位
で
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
学
科
単
位

の
募
集
と
な
り
ま
す
。
経
済
経
営
学
科
を

例
に
す
る
と
、
１
、２
年
次
の
間
は
経
済

学
、
経
営
学
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
を

幅
広
く
学
び
、
３
年
次
か
ら
コ
ー
ス
を
選

択
し
ま
す
。
マ
ク
ロ
経
済
・
ミ
ク
ロ
経
済

の
基
礎
を
学
ん
だ
上
で
地
域
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
を
専
門
領
域
に
選
ぶ
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
各
コ
ー
ス

に
定
員
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
際
的
、
か
つ
学

生
の
希
望
に
寄
り
添
っ
た
学
び
が
で
き
る

わ
け
で
す
。
人
文
学
科
で
専
攻
を
継
続
す

る
の
は
、
積
み
上
げ
型
の
学
び
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
専
攻
単
位

で
の
学
生
募
集
を
続
け
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
お
い
て
も
、
海
外
研
修
や
、
企
業

等
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
予

定
で
す
」（
樋
脇
副
学
長
）。

　

初
代
学
長
の
新
渡
戸
稲
造
を
は
じ
め
、

「挑戦する知性」を育む現代教養学部（2024年度）

東京女子大学　

数学

哲学

史学

文学

情報科学 心理学

社会学

経済学

歴史文化専攻
日本文学専攻
哲学専攻
人文学科

社会学専攻
コミュニティ構想専攻

経済学専攻
国際関係専攻
国際社会学科

コミュニケーション専攻
心理学専攻

心理・
コミュニケーション学科

情報数理科学専攻
数理科学科

国際英語専攻
国際英語学科

現代教養
学部

英語学

言語学

の
周
り
に
あ
る
事
象
や
現
象
に
つ
い
て
、

そ
の
本
質
的
な
部
分
を
数
理
と
情
報
科
学

の
立
場
か
ら
捉
え
る
力
を
養
い
、
Ａ
Ｉ
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
含
む
幅
広
い
選
択

肢
か
ら
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
が
選
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
身
に
つ
け
た
論
理
的
思

大
学
創
立
者
た
ち
の
「
そ
れ
ま
で
に
な
い

も
の
」
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
情
熱
は
現

代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

自
信
を
持
っ
て
世
界
と
向
き
合
う

未
知
と
の
出
会
い
を
恐
れ
ず
挑
戦
を

　

森
本
学
長
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
低
迷
す
る

日
本
の
現
状
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
と
く
に
政
治
・
経
済
に
お
け
る
男
女

格
差
は
大
き
な
も
の
で
す
。
今
回
の
教
学

改
革
で
は
、
従
来
の
女
子
教
育
で
手
薄

だ
っ
た
理
系
や
経
営
学
の
分
野
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
本
学
の
伝
統
で
あ
る
英
語

の
学
び
に
つ
い
て
も
、
世
界
共
通
語
と
し

て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
学
向
け
に
強
化

し
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
学
で

の
４
年
間
を
通
じ
て
、
自
信
を
持
っ
て
世

界
と
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
人
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
未
知
と
の
出
会
い
を

恐
れ
ず
、
新
し
い
挑
戦
を
受
け
止
め
る
こ

と
の
で
き
る
人
、
多
く
の
学
び
と
経
験
を

積
ん
で
、
確
信
を
持
っ
て
自
分
の
道
を
選

び
取
り
、
歩
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

そ
れ
こ
そ
が
、
１
０
０
年
前
も
今
日
も
変

わ
ら
ず
に
本
学
が
送
り
だ
し
て
き
た
『
自

立
し
た
知
性
』
を
持
つ
女
性
の
姿
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

育
成
は
、
女
子
大
か
ら
始
ま
り
ま
す
」

087 卓越する大学 東京女子大学 086


